
別紙 

保健所業務のさらなる重点化について 

 

１ 目的 

感染者数の増大により、保健所業務がひっ迫してきており、PCC（患者受入調

整センター）への患者情報の送付に時間を要してきていることから、以下を目

的に、保健所業務の重点化を図る。 

① 医療の必要な人を早急に発見し適切に医療につなげることを最優先とする。 

② 医療ひっ迫の要因となりやすい医療機関や高齢者施設等クラスターなど高齢

者等への対応を重点的に行う。 

 

２ 主な重点化内容  

（１）療養先調整や積極的疫学調査の対象者の重点化 

・60歳以上の方、および 59歳以下で基礎疾患がある等重症化リスクの高い

方には、電話で調査を行う。 

・59歳以下で、重症化リスクのない方には保健所から電話をせず、本人が入

力したスタンバイパスポートの情報により、療養先の調整を開始する。 

 

（２）濃厚接触者等の検査の重点化 

・医療機関、高齢者施設等の濃厚接触者の検査に重点化 

・濃厚接触者である同居家族の検査はせず、自宅待機中に症状出現した場合

は受診もしくは抗原定性検査キットにて受検する。 

   


